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当社グループは、社会・経済の持続的な発展を目指し、地域社会の一員として、さまざまな活動に取り組んでいます。私たち
を取り巻く人や地域社会と積極的にコミュニケーションをとりながら、さまざまな視点から見た「百貨店業を中心とした
当社グループだからできること」を考え、従業員一人一人の積極的な参加のもとに実践しています。今後も、地域社会との
信頼構築を推進していきます。

当社グループの強みである、国内外に広がる店舗ネットワークと商品・サービス調達力を活かし、モノ・コトを通じて日本の
技術や文化・伝統を次の時代につなげます。また、人と地域をつなぎながら、社会課題の解決と新たな価値を提案します。

地域と一体で、まちの魅力を活かし、百貨店を中心としたあたらしい“まちづくり”を実現させる

人・地域をつなぐ
三越伊勢丹グループは、地域社会の発展と、お客さまの

より豊かなライフスタイルの実現に貢献するため、

人と地域をつなぐ取り組みを推進しています。

人の想いや感性に触れ合える場所づくりのほか、各地

域の文化や伝統、名産品のご紹介、次世代を担う人の

支援・育成などを通して、豊かな未来の創造を目指し

ています。

重点取り組み

1

考え方

目指す姿

2030年度目標

主な取り組み

名産

PR

開発支援

雇用創出

三越伊勢丹
グループ

文化・伝統

販路開拓

文化・資源・経済の好循環
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　三越伊勢丹グループでは、店舗がある地域だけでなく、商
品調達で縁をいただいた地域とも積極的に関わり、行政や
企業と共に地域に根差した取り組みを行っています。
　今後も既存の方法にとらわれず、百貨店業で培ったノウ
ハウ、斬新なアイデアを活かし、地域社会の発展に貢献して
いきます。
　「三越伊勢丹ふるさと納税」は、当社グループが有する全
国のネットワークと百貨店業で培ってきたマーチャンダイ
ジング力を強みに、バイヤーがこだわって選び抜いた百貨
店品質の返礼品の紹介を通して地域の魅力を発信していま
す。返礼品として紹介された地域の特産品が、百貨店が取り
扱う高品質の商品として幅広い流通に乗り、ふるさと納税
以外においても全国のお客さまに楽しんでいただけること
を目指しています。
　現在までに、319の自治体に参加表明いただき、掲載自治
体数は305となりました（2023年11月15日時点）。今後も
取り組みを拡大し、お取組先と共創し地域産業の発展に貢
献することで、社会的責任を果たしていきます。
　「MOO:Ｄ MARK by ISETAN（ムードマーク バイ イセ
タン）」は、住所を知らない相手にもSNSやメールなどでギ
フトを贈ることができるオンラインサービス。地域の食品
や優れた工芸品などを当社グループの強みを活かして商品
開発支援からPR、販売、それらの成果分析までをお取組先と
一緒に取り組んでいます。

地域社会との協創

地域活性化

　自治体営業担当者として各地に足を運ぶと、過疎や高齢化により
税収の減少に苦しむ自治体や、販路拡大に悩む事業者の方々の声に
触れる機会が少なくありません。地域経済の発展になんとか貢献し
たいとの強い思いを持ち、参画いただけるまで何度も対話を重ねて
います。
　各地には、地元の方々が気づいていない、しかし地域らしさのある
特産品がたくさんあります。百貨店バイヤーの経験で培った感性で、
地域特有の強みを見極め、新たな魅力発信につながる取り組みをご提
案しています。地域が抱えるさまざまな事情により、取り組みの実現
まで数年要するケースもありますが、担当者に寄り添い、地域が抱え
ている課題は何か、まちを豊かにするビジネスモデルの一端を担えな
いかを考え抜き、共感をいただきながら取り組みを進めています。
　各自治体の紹介パンフレットには、自治体担当者の顔写真やご当
地キャラクターとともに、地域の特長や魅力、生産者や自治体担当者
の想いを表現しています。その土地に関わりがなかった人が、興味を
持ち訪れるきっかけとなればと思っています。
　取り組みの結果、「三越伊勢丹ふるさと納税などによる税収によっ
て、まちのプロジェクトが実現した」「返礼品として紹介されたこと
をきっかけに、他のルートでの販売がスタートした」など感謝の言葉
もいただいています。
　今後も、地域活性化の実現に向けて、皆さまに喜んでいただける取
り組みを目指してまいります。
（株）三越伊勢丹
営業本部
オンラインストアグループ
デジタル事業運営部
ふるさと納税

牧 真矢
https://isetan.mistore.jp/moodmarkhttps://mifurusato.jp

INTERVIEW

　日本全国には、すばらしい特産品や、優れた技術がたくさ
んあります。店頭はもちろん、実際に手に触れることができ
ないECサイトでのお買物でも、より多くのお客さまの目に留
めていただき、商品のすばらしさを知っていただける方法を
考え抜き、事業者の方々と開発の方向性について対話を重ね
ています。自身の好みや感性だけに頼ることなく、日々の商
売を通して獲得する消費者のリアルな声や定量的な商品動
向をもとに、感性＋科学の両側面から商品企画をつくり上げ
ていきます。
　2023年に誕生した「SALAD（サラダ）」は、島根県出雲市
に工場を持つ、歴史ある国内屈指の紡績メーカーと共に企
画した新しいタオルのブランドです。糸屋がつくるタオル
の強みを活かし、糸の一歩手前の素材＝綿花に着目。「旬と
鮮度」「つみたて」というキーワードをコンセプトに、野菜や
フルーツからヒントを得た商品開発・コミュニケーション
デザインを行った結果、お客さまから大変大きな反響をい
ただいています。
　このように、国内の優れた技術や地域の魅力を、ギフトア
イテムの開発支援を通して多くの方に発信していき、日本各
地の産業を盛り上げる一端を担いたいと考えています。

（株）三越伊勢丹
営業本部
第１MDグループ
ギフトデザイン営業部
企画担当
ムードマーク

青木 健二

INTERVIEW 地域とのつながりを活かした
「三越伊勢丹ふるさと納税」

ギフトアイテムの開発支援を通した
地域活性化

https://mifurusato.jp
https://isetan.mistore.jp/moodmark
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伊勢丹新宿本店
まちへの恩返し、貢献への想いを込めた「新宿出店90周年」

　2023年秋、神田から新宿に移転して90年を迎えた伊勢丹新宿
本店。進化と発展を遂げながら、この地で商売をさせていただい
た感謝を込め、「これまで以上に、新宿のまちとともに歩んでいき
たい」「新宿のまちを知っている人にも、まだ訪れたことのない人
にも、その魅力を伝え、もっと好きになってもらいたい」という想
いを乗せて、地域の方々や企業とともに取り組みを実施しました。
　多くの人に新宿へ足を運んでもらえる取り組みを、伊勢丹新
宿本店がまちの“真ん中”の存在としてつないでいく、という姿
勢や考え方にご賛同を得られ、まちの方々と一丸となって本プ
ロジェクトがスタートしました。
　今回のメイン企画「新宿90スナップ」。新宿に縁のある企業や店
舗の方、著名人、従業員、お客さまの総勢90組に、新宿の好きな場
所や思い出の場所を紹介していただきました。その場所で撮影し
たスナップとストーリーを店内や新宿東口エリアの数十ヶ所に
掲出しました。
　本取り組みをきっかけに紀伊國屋書店の従業員と三越伊勢丹
の従業員が、新宿を舞台とした本をおすすめする「本で紡ぐ新宿
マップ」や、新宿区立花園小学校の児童とのフラワーアートワー
クショップなど、さまざまな企画が決定。数珠つなぎに「新宿90
スナップ」の輪が広がっていきました。
　“こころ動かす、ひとの力で。”という企業理念を発信したタイ
ミングだからこそ、伊勢丹新宿
本店が「ひとの力で」新宿の魅
力を発信していく本企画にた
どり着くことができました。
　重要戦略の“まち化”の推進

丸井今井札幌本店
次世代の地域発展を担う高校生による販売実習会を
継続的に実施

　丸井今井札幌本店では1992年から、下川商業高等学校の学生
による販売実習会を行っています。
　高校生の職業教育の充実と次世代の地域の担い手の育成を通
じて、地域の持続的発展に貢献するために取り組み、2023年で
35回目となります。
　販売実習会には3年生全員の32人が参加。生徒自身で販売戦
略を練り、商品を仕入れ、魅力を伝える研究や接客の練習などを
重ね、地元特産品を販売します。生徒が地元の製麺会社と協働し、
味の開発からラベル製作まで行ったオリジナル商品「とまとう
どん」も出品。まちの魅力や商品のこだわりを丁寧に伝え、お客
さまからは「明るく元気に応対する生徒さんに元気をいただい
た。地域が活気づく」など感謝の言葉をたくさんいただきました。
販売実習会を終えた生徒からは、充実感や自信に満ちた笑顔が
あふれていました。
　今後も、将来の地域社会・経済の発展を担う学生へのサポート
を通じて、地域社会への貢献につながる取り組みを進めていき
ます。

に向けて「新宿90スナップ」などで生まれたつながりを大切にし、
10年後の100周年、そしてさらにその先に向けて、より一層新宿
のまちの方々と連携し、まちの発展に貢献していきます。

新宿大通りに掲出された「新宿90スナップ」
のフラッグ

開店時、お客さまをお迎えする北海道下川商業高等学校3年生 オリジナル商品
「とまとうどん」

NIIGATA 越品ショップ 竹細工商品の数々

新潟伊勢丹
地域が持つ価値や魅力を「再発見」「新編集」して発信

　新潟伊勢丹では2016年3月から、新潟の地域価
値向上に取り組む「NIIGATA 越品（ニイガタ 
エッピン）」プロジェクトを行っています。百貨
店独自の視点で、衣食住にまつわる銘品を発掘・
編集し、ご紹介しています。「売るより、価値を伝
える」をコンセプトに、モノを売るだけではなく、
その背景にあるストーリーやこだわりが伝わる
よう、さまざまな形で提案、発信しています。

　NIIGATA 越品ショップでは、まだまだ知られていない新潟
ならではの食品や、優れた工芸品を数多く取り揃えています。
より多くのお客さまに知っていただけるように、ものづくりの
背景や、卓越した技術を接客やウェブサイトを通じて、丁寧に
ご紹介しています。お客さまからは「こんな素敵な商品をつく
るメーカーが新潟県内にあったなんて知らなかった」「この
ショップに来ると新潟の知らなかった銘品に出合えてうれし
い」など温かい声をいただいています。お客さまお一人お一人
が思い描く新潟のイメージを「越える」すばらしい出合いがあ
る「発掘感」あふれるショップづくりをし、現在では、約700ア
イテムを取り扱っています。
　単なる商品・ブランドづくりにとどまらず、地域創生の視点に
立ち、新たな価値創造・価値開発につながるよう、生産者や事業者、
自治体の皆さまと共創し、「ここにしかないオンリーワン」をつく
る取り組みを目指しています。

百貨店各店舗の取り組み
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主な募金・寄付金一覧（2022年度） 海外店舗寄付金（2022年度）
期間 タイトル　　　 実施店舗　　 金額（千円）　　 寄付先

4月～2月 新型コロナウイルス感染症等活動支援募金 グループ全店 2,629 日本赤十字社

7月～9月 ウクライナ人道支援募金 専用サイト 474 国連UNHCR協会

2月～3月 トルコ・シリア募金 専用サイトおよびグループ全店 1,475 日本赤十字社

10月 ピンクリボン募金
伊勢丹新宿本店、伊勢丹立川店、函館丸井今井、
仙台三越、静岡伊勢丹、ジェイアール京都伊勢丹、高松三越

467 乳房健康研究会、ピンクリボンかがわ県協議会

年間

エムアイカード1ポイント
＝1円としてお客さまから寄付

エムアイカードウェブサイト

1,315 日本赤十字社

5,191
東京国立博物館、国立科学博物館、京都国立博物館、
鎮守の森のプロジェクト、名古屋市観光文化交流局、
鹿島神宮

エムアイ友の会の収益から
一定の金額を寄付

グループ各店友の会カウンター 995 （一社）more trees

海外店舗 金額（千円）

シンガポール伊勢丹 804

クアラルンプール伊勢丹 285

天津伊勢丹・ 
天津濱海新区伊勢丹

139

米国三越 565

※2023年3月末のレートで円換算

　三越伊勢丹グループでは、公共性の高い百貨店店舗を活かし、
募金活動や商品販売を通じたチャリティ活動などを実施してい
ます。また、地域の清掃活動や公益財団法人による奨学金給付事
業を行うなど、社会貢献につながる活動を推進しています。

地域で働く方々とともに清掃活動

　当社グループでは社会貢献の一環として、店舗周辺や地域の清
掃活動を行っています。国内外からの旅行客など来街者が増える
なか、清潔できれいなまちづくりの一助となるべく、従業員によ
るごみ拾い活動を実施しています。
　伊勢丹新宿本店の外商部は、新宿歌舞伎町での清掃活動に参加
しています。伊勢丹新宿本店とパートナー契約を締結している
サッカークラブ「クリアソン新宿」のメンバーが地域リーダーを

　2022年11月には、奨学生向けに有益な情報や交流の場を提
供する「講演・交流会」を初めて開催しました。学生の関心が高い
経営や新規事業開発秘話の講演は、多くの学生が興味深そうに
聴講し、質疑応答も活発に行われました。
　グループディスカッションでは、学生生活で力を入れているこ
とをテーマにエピソードを共有。学校や学年を超えた仲間と積極
的にコミュニケーションを深めていました。
　（公財）伊勢丹奨学会では今後も、将来の社会・経済の発展を担
う優秀な学生へのサポートを通じて、社会貢献に取り組んでい
きます。

務める、NPO法人グリーンバードと共に活動。地域の企業、サッ
カー選手、歌舞伎町で働く方々、海外からの留学生など、業種を超
えた方々とのコミュニケー
ションを通じて、社会的責任
を果たしながら地域との結
びつきを強固にしています。

伊勢丹奨学会が奨学生向け交流会を初開催

　伊勢丹奨学会は、旧（株）伊勢丹の創業家が1963年に財団法人
として設立し、後に公益財団法人として認定を受けました。これ
まで約60年にわたり、東京都内および近隣にある指定7大学の商
業、経済および経営関係学部に在学する、学力優秀でありながら
経済的理由により就学困難な学生を対象に奨学金給付事業を
行っています。

クリアソン新宿のメンバーと共に、
地域清掃活動を実施

グループディスカッションの様子講演会の様子

社会貢献活動
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御先祖御肖像 三井高利夫妻

越後屋時代の看板を精巧に再現した実物大のレプリカ（右）を設置したフォトスポット

新旧歌舞伎衣裳16着を特別展示

昭和初期（左）と現代（右）の新旧歌舞伎衣裳を比較展示

三越の歴代ポスター約20点を特別展示

文化・伝統の振興・継承

　1904年、三越は株式会社設立の際に、お取組先への案内状で
日本初の百貨店の始まりを宣言しました。そして、翌1905年1月
2日には、全国の主要新聞紙上で「デパートメントストア宣言」を
発表し、全てのステークホルダーに対して、百貨店誕生とともに、
文化振興を宣言しました。当時、専務を務めていた日比翁助の「学
問、文芸、美術など文化全般にわたる啓蒙を旨とするべき」との考
えから、日本における百貨店文化の創造が始まりました。
　2023年、三越は創業350周年を迎えました。創業からの精神
を引き継ぎ「伝統を越える革新性」をテーマに、文化・伝統の振興・
継承に貢献するさまざまな取り組みを行っています。

三越の礎を築いた創業者・三井高利の功績を振り返る

　創業350周年企画の第1弾として、三越の創業者・三井高利の
生誕の地である三重県の名産品や工芸品をご紹介する「第66回
三重展」を開催しました。会場では「松阪出身の大商人・三井高利
の功績」と題して、松阪市と三越伊勢丹ホールディングスの所蔵
史料を特別展示。店頭販売・現金決済・正札販売を基本とし、当時
の商慣習を覆した商法「店前現銀掛値（たな
さきげんきんかけね）なし」が刻まれた看板
を精巧に再現した実物大のレプリカもご用
意しました。
　「越後屋図 京都三越呉服店蔵」「御先祖御
肖像 三井高利夫妻」の掛け軸や浮世絵など
も展示し、当時の様子を間近で体感したお客
さまからは「歴史に触れられる貴重な展示物
をこんなに近くで見ることができてうれし

明治から現代まで、時代をまとう歌舞伎衣裳の
変遷をご紹介

　三越は、1907（明治40）年に三越衣裳部を新設。昭和初期にか
けて歌舞伎公演の貸衣裳業を行い、歌舞伎の発展に貢献してきま
した。当時制作された歌舞伎衣裳の一部は、現在も三越伊勢丹
ホールディングスの史料室で所蔵しています。
　2023年7月、三 越 創 業350
周年企画の一つとして「歌舞伎
衣裳展」を開催しました。何十
年も前に役者が身にまとって
いた衣裳を間近でご覧いただ
くにあたり、現在の歌舞伎舞台

い」「当時の様子がよく分かるすばらしい展示内容だった」などの
言葉をいただきました。
　今後も、お客さまのライフスタイルをより豊かなものにするた
め、歴史・文化のすばらしさを伝える取り組みを継続的に行って
いきます。

文化・伝統事業への貢献 を彩る松竹衣裳（株）と協業し、新旧衣裳を比較しながら当時の空
気を伝える趣向を凝らした展示にしました。「助六由縁江戸桜」髭
の意休役や「藤娘」藤の精役など、同じ配役の衣裳でも制作する
時代によって、使用する素材・染料・図柄の表現・サイズ感が異な
り、多くのお客さまが大変興味深くご覧になっていました。松竹
衣裳（株）の皆さまからも「昭和初期の斬新な衣裳を見ることがで
きて、私たちも勉強になった」と喜びの声をいただいています。

　また、会場では1896（明治29）年以降の「三越歴代ポスター展」
も同時開催。写実的和服美人画を描いた歴代ポスターや、三越の
専属図案家だった杉浦非水氏によるPR誌の表紙など、当時の流
行や三越の歩みを映し出した作品をご紹介しました。
　これまで三越伊勢丹グループが350年守り続けてきた文化へ
の貢献を礎に、今後も百貨店から文化を創造することを目指して
いきます。
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優れた技と美を保護・育成し続ける「日本伝統工芸展」

　三越伊勢丹グループの文化展の歴史は、1904（明治37）年に三
越日本橋本店で開催した「光琳遺品展覧会」に始まります。この展
覧会は、モノを売るだけにとどまらず、日本の文化、特に芸術を誰
もが自由に楽しむことを近代百貨店の使命の一つに据えた、日本
独自の文化の創造を目指したものでした。
　「日本伝統工芸展」は、日本の優れた伝統工芸の保護と育成を目
的に、（公社）日本工芸会が毎年開催する日本工芸の技と美が集結
する公募展です。三越日本橋本店で「第1回無形文化財日本伝統
工芸展」を開催してから、今年は節目の70回目を迎えました。会
場では、陶芸、染織、漆芸、金工、木竹工、人形、諸工芸7部門の一般
公募作品から選ばれた入選作の展示や、重要無形文化財保持者の
最新作などを紹介。また、第70回を記念して各部門を代表する作
家22人による過去の作品の特別展示販売を行いました。同時に、
三越伊勢丹ホールディングスが所蔵する、昭和天皇・皇后両陛下
の行幸啓、日本工芸会初代総裁の高松宮宣仁親王殿下をお迎えし
た当時の写真パネルも展示しました。
　変革を続ける社会のなかで、日本伝統工芸展などの取り組みを
通じて、伝統工芸技術の持続的な発展につなげています。

「ときめき、つづく。」
ー地域と共創をもって文化伝統を継承

　2023年、仙台三越は開店90周年を
迎えました。戦災や震災を経ながら、地
域の方々と共にまちの復興、発展に取
り組んできました。「ときめき、つづ

く。」をテーマに歴史的な文化・伝統の継承にも取り組み、過去か
ら未来へと続くストーリーを紡ぎます。
　4年ぶりに通常開催された
5月の「仙台・青葉まつり」では、
仙台発祥の伝統芸能「仙台すず
め踊り」に、お取組先を含む従
業員約30人が参加しました。
参加者は揃いの衣装に身を包み、すずめの羽に見立てた扇子を手
に軽やかに踊りました。原点回帰と百貨店らしさを追求し、3月
には、仙台出身で世界各地で活躍するタップダンサーの熊谷和徳
氏とセッションし、まちを盛り上げました。まちゆく方々からは

「なんだか三越さん面白いね！」「仙台らしい素敵なイベントだ
ね」といった温かい声や、「すごくがんばって踊っていて感激しま

した」「久しぶりに商店街がにぎ
わっていて良かったです」といっ
た感謝の言葉もいただきました。
　開店90周年に際して、共に地域
活性化に取り組む小売業他社さま
からいただいたお祝いメッセー

ジをウィンドウに掲出しました。市内百貨店さまの「ともに、これ
からも、ここで。」から始まるメッセージは、SNSを中心に特に多
くの反響をいただきました。
　今後も地域の方々と共創し、地域文化・伝統の発展に一層貢献
していきます。

パイプオルガン演奏再開を記念した
特別演奏会の様子

第70回を記念して、本館1階中央ホールで行った特別展示販売の様子

「すずめ踊り」に参加した仙台三越のメンバー

仙台三越定禅寺通り館の壁面に掲出した
お祝いのメッセージ

日本橋三越本店本館2階中央ホールの
バルコニー

パイプオルガンの重厚な音色を100年先まで届ける

　三越日本橋本店本館2階中央ホールのバルコニーに設置した
パイプオルガンは、三越の文化の象徴として、90年以上もの長き
にわたり、店内に重厚な音色を響かせてきました。
　三越日本橋本店の本館は、「わが国の百貨店の歴史を象徴する」
ものとして、2016年5月に国の重要文化財に指定され、パイプオ
ルガンは2009年に中央区民有形文化財に登録されました。文
化・芸術を発信する唯一無二の空間として、長くお客さまから親
しまれています。
　修復を重ねながら演奏を続けてきたパイプオルガンは、音が出
ない鍵盤が増えるなど、老朽化が進みました。これからの100年
先に引き継いでいくために、2023年2月より演奏を休止し、およ
そ半年をかけて大規模な修復を行いました。既存の機体や装置を
極力残しつつ、清掃・回収・修理が必要な部材を外し、店内や専門
事業者の工房にて丁寧に進行し、9月に修復を終えました。
　演奏再開を記念して、特別演奏会を開催。未来を担う日本橋中
学校吹奏楽部（総勢30人）の皆さまとコラボレーションし、甦っ
たパイプオルガンの特別な演奏で、来場された多くのお客さまを
魅了しました。
　演奏を聴かれたお客さまからは「演奏再開を楽しみに待ってい
ました」「すばらしい演奏に心が打たれました」など感謝の言葉を
たくさんいただき、演奏を終えた学生の皆さまからは、自信に満
ちた笑顔があふれていました。
　これからも、「伝統を越える革新性」を追求し、お客さまの豊か
な生活文化につながる取り組みを進めていきます。
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札幌市内の小学生によるオリジナルの「華ひらく」

香川大学教育学部附属高松小学校4年白組の児童に包装を実演

中央区立京橋築地小学校5年生のグループワーク

　文化や伝統を振興・継承していくためには、 次世代の支援や育
成が欠かせません。これからの担い手となる学生や若きアー
ティストへの支援・育成についてご紹介します。

三越の包装紙「華ひらく」から
日本独自の文化やデザインの力を次世代に継承

　三越は、2023年に創業350周年を迎え、多くの方々から注目
されています。三越伊勢丹PR担当内で「351年目以降にもつなが
る、カタチに残るPR手法」について、さまざまなアイデアを出し、
議論を重ねました。
　PR担当の役割は、外部メディアを通して多くの方に三越伊勢
丹を知っていただき、企業価値を高めることです。メディアに
とって報道価値が高い要素は何かを考え、PR効果とともに社会
貢献活動につながる企画を行うことにたどり着きました。そこで、
三越の店舗がある地域の小学校や特別支援学校などと協働し、三
越の包装紙「華ひらく」を通して、日本独自の文化である“包む”と

“デザインの力”を学ぶ「みんなでつくる華ひらく 共創包装紙教
育プログラム」を企画しました。三越伊勢丹のロゴやビジュアル

などを管理しているチームなど、多くの部署と連携しながら企画
を実現させました。
　「華ひらく」は、1950年に画家の猪熊弦一郎氏によってデザイ
ンされた、日本の百貨店初となるオリジナルの包装紙です。猪熊氏
が千葉の犬吠埼を散策中、海岸で波に洗われる石を見て「波にも負
けずに頑固で強く」をテーマにしようと考えたことから、このデザ
インが生まれました。以来、三越のシンボルとして愛されています。
　本プログラムを通して、子どもたちに伝えたい3つの軸を掲げ
ました。

（1） 日本文化（相手を慮
おもんぱか

る様式美）
（2） 自然の持つ美しさや力強さ
（3） 身近な包装紙を題材にデザインを知るきっかけを得る
　2023年6月、三越銀座店がある東京・中央区の京橋築地小学校
を皮切りに、本プログラムがスタート。9月までに、三越銀座店・
福岡三越・高松三越・札幌三越・三越日本橋本店・名古屋三越の主
催で順次開催しました。

三越の店舗がある地域の“小学生”とつくる、学ぶ
「共創包装紙 教育プログラム」特設サイト
https://cp.mistore.jp/mitsukoshi/hanahiraku/edu_pro.html

　本プログラムでは、外部講師としてグラフィックデザイナーの
岡本健氏を招き、「包む」ことが持つ意味や「自然の造形美」「デザ
インの力」についての講義を実施。三越伊勢丹の社員による“なな
め包み”のデモンストレーションも行い、慶事・弔事によって包み
分けすることで、相手を慮

おもんぱか

る気持ちを表していることなども学ん
でいただきました。

　また、グループワークでは「華ひらく」モチーフの背景を活かし、
「自分が思う自然の美しいカタチ」をモチーフにオリジナルの包
装紙を制作。思い思いの形に色紙を切り抜き、台紙に貼り付けな
がら、グループごとの「華ひらく」を完成させました。

　小学生の皆さんがデザインしたオリジナルの「華ひらく」は、本
物の「華ひらく」と同じ紙・インクで印刷され、三越の店頭で実際
に品物を包みます。飾られるアートではなく、お客さまの想いを
包むアートを子どもたちとの共創をもって形にし、日本独自の文
化・芸術を未来に引き継いでいきます。

次世代支援・育成

岡本健氏による講義

https://cp.mistore.jp/mitsukoshi/hanahiraku/edu_pro.html
https://cp.mistore.jp/mitsukoshi/hanahiraku/edu_pro.html
https://cp.mistore.jp/mitsukoshi/hanahiraku/edu_pro.html
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INTERVIEW 一流の楽器を手にしたアーティストの
演奏で、世界中のこころを動かす
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アンティークバイオリンを通じた、アーティスト支援

　2022年より外商統括部では、お客さまにアンティークバイオ
リンのオーナーになっていただき、次世代のアーティストに楽器
を貸与する取り組みを行っています。

（株）三越伊勢丹
営業本部 外商統括部
個人外商グループ
営業計画部

鵜篭 威行

インターンシップで次世代育成を行う「レオテックス」

　グループ会社の（株）レオテックスでは、75年にわたり自社工
場や百貨店内の補整加工室にて高度な縫製技術を磨くことで、お
客さまからの信頼とご支持をいただいてきました。
　次世代育成にも力を注いでおり、2015年より文化服装学院か
らインターンシップ生を受け入れています。2023年は、2日間の
研修を3回実施し、三越日本橋本店、伊勢丹新宿本店、三越銀座店
の店内と補整加工室の見学、そしてインターンシップを経て入社
した社員の指導のもと、実技研修が行われました。
　参加した学生からは「お客さまのご要望とご期待を超えられる
仕上がりを意識しながら、丁寧に作業することが大切だと実感し
た」「あこがれであるブランドの生地に触れることができて、とて
もうれしかった」とのお声をいただいています。
　また、先輩社員から「日々の仕事を通じて、1対1でテクニック
や知識を学んでいる」「社内のカリキュラムが確立されている」

「スキルを要する難しい仕事にも挑戦できる」など生の声を聞く
ことで、就職した後の自身のキャリアについてイメージを膨らま
せていました。
　このように学生と接する機会は、新たな感性や視点を体感す
るとともに、技術継承における指導方法などの改善につながっ
ています。これまで当社に11人が入社しており、今後もイン
ターンシップを通して、新たな人財の獲得・育成に取り組むとと
もに、学生が自己の職業適性や将来設計について考える機会を
提供していきます。

インターンシップ生研修時の様子

　演奏家と聞き手の双方を魅了するアンティークバイオリン
の音色。しかし、価格は高騰する一方で、演奏家自身による購
入が難しくなっています。そこで、中世ヨーロッパの時代から
欧州で続いている芸術支援の仕組みを参考に、外商のお客さ
まのニーズに合わせた企画を立案しました。新しい資産の保
有方法と社会貢献としてご提案したところ、1年間で2人のお
客さまに楽器のオーナーとなっていただき、これまでに2人の
アーティストに楽器の貸与が行われています。
　2023年6月、外商の限られたお客さまを招待し、トッパン
ホール（東京・文京区）にてバイオリンコンサートを開催しま
した。第1部は、NHK交響楽団で長年コンサートマスターを務
めた徳永二男氏による、ストラディバリウス5挺の聴き比べ体
験。第2部は、日本音楽コンクール優勝者や海外のコンクール

でも優勝の実績を持つ若手アーティストによる演奏会を実施。
アフターパーティでは、お客さま・演奏家・楽器店・三越伊勢丹
の多角的な視点から、クラシック音楽の普及についてや、演奏
家を取り巻く厳しい状況を語り合うなど、文化・芸術支援と
いった一つの目的を持って交流することができました。
　楽器貸与を受けているバイオリニストの荻原緋奈乃氏は「良
い楽器との出合いは、新たな音色との
出合いでもあり、音楽の表現の彩りが
大きく増えるように感じます。クラ
シック音楽は奏者誰もが同じ楽譜を弾
きます。その世界で高みを目指すため
には自分らしい表現が必要だと、日々
実感しています。私は日本を代表する
奏者として世界に羽ばたきたい。その
きっかけをこの楽器は与えてくれていると感じています」と語
られていました。
　また、7月には、名古屋三越栄店内のバンケットルームで
もコンサートを開催しました。愛知県出身のバイオリニスト
を招聘し、演奏家とお客さまの交流の場もご用意しました。
今後さらに、地域店との取り組みを拡大していく予定です。
　音楽はこころを動かします。お客さまに楽器のオーナーと
なっていただくことで、演奏家は一流の楽器を手にすること
ができ、その演奏家が今以上に輝き感動を届けることができ
ます。まさに、企業理念にあるように“こころ動かす、ひとの
力で。”の実践と感じています。

トッパンホールで開催したバイオリンコンサート

荻原緋奈乃氏
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従業員満足度の向上
重点取り組み 3

地域社会との協創 文化・伝統の振興・継承 未来を拓く「人とのつながり」

バーチャル展覧会仮想伊勢丹新宿本店

　お客さまのライフスタイルが多様化するなかで、三越伊勢丹グ
ループはお客さまお一人お一人の異なるニーズに対応した独自
のご提案を行っていくことを推進しています。
　食品定期宅配サービス「ISETAN DOOR」や化粧品オンライン
ストア「m

ミ ー コ
eeco」などのデジタルサービスに加え、お客さまの

3D計測データとアプリを連動させお買物の幅を広げる靴選び
サービス「Y

ユ ア フ ィ ッ ト
ourFIT365」や、スタ イ リ ン グ サ ー ビ ス「M

マ ッ チ
atch 

p
パ レ ッ ト
alette by SCANBE」など、オンライン上でのコミュニケー

ションも進化しています。
　ひとの力、デジタルの力、店舗というリアルの接点を最大限に
活用し、お客さまそれぞれにとっての最適な顧客体験の実現に取
り組んでいます。

メタバースを活用したコミュニケーションアプリ
「REV WORLDS」

　「R
レ ヴ
EV W

ワ ー ル ズ
ORLDS」は、当社グループによる、メタバースを活用

した仮想都市コミュニケーションアプリです。
　お客さま（ユーザー）は、アバターを操作して、新宿をイメージ
した仮想都市を散策し、仮想伊勢丹新宿本店や企業ブースで
ショッピングやコンテンツを楽しめます。家族や友人、他のユー
ザーとチャットなどでコミュニケーションを楽しみ、「人とのつ
ながり」を体験しながら、まちや店内で思わぬ商品との出合いや
あたらしいきっかけを感じることができます。
　提供開始してから2年以上が経ち、さまざまな企業・ブランド
の出展やイベントを開催してきました。2023年10月からは三
越創業350周年企画と連動し、アプリ内のバーチャルアート
ギャラリーにて「つつむ 日本の様式美 HANA-HIRAKU」展を開
催しました。全国の子どもたちによる包装紙のデザインや、贈り
物にまつわる展示、クイズなどの参加型企画など、三越の包装紙
の歴史をめぐるバーチャル展覧会です。
　リアルもデジタル上でも、より豊かなライフスタイルを提供
できるよう、自社や他社のコンテンツを取り入れながら、サービ
スを向上させていく予定です。

お客さまのニーズに合わせたリモート接客

　地域店舗では、三越日本橋本店・伊勢丹新宿本店とリモートで
つなぎ、これまで両本店に行かなければ購入できなかった商品を
地域の店舗にいながらショッピングが楽しめるデジタルサービ
スが根づきました。
　高松三越デジタルサロンでは、お客さまを個室サロンにご案内
し、親交の深い担当スタイリスト（販売員）が寄り添いながら、三
越日本橋本店の品揃えをご紹介し、お客さまお一人お一人のニー
ズにお応えしています。
　リモート接客のスタイルはさまざまで、例えば、日本橋にいる
スタイリストがカメラを持って店内を歩き回りながら接客する
ことで、臨場感のあるお買物体験をご提供できます。お客さまの
装いに合わせたジュエリーコーディネイトや、お家のリフォーム
に合わせた家具のコーディネイトなど、イメージを具現化するた
めに何度も接客を重ねる必要がある場合も、リモートであれば、
専門性の高い接客を繰り返しご提供することができます。これま
では、商品のある店舗に来店しなければ不可能でしたが、距離と
時間を超えてつながることができるリモート接客を活用するこ
とで、お客さまのご期待にお応えできることが増えました。今後
も、このような特別なお買物体験を提供できるよう、お客さまの
ニーズに合わせて取り組みを拡大していきます。

リモート接客の様子

新しい顧客体験 「YourFIT365」

新しい顧客体験 「Match palette by SCANBE」

新しい顧客体験

未来を拓く「人とのつながり」




